




日時 2014年 7月 15日 (火) 18 : 30~21:00 

















桃谷田自治氏 (NPO~t;人市民のカわかやま規事 、 以下 、 総谷氏)
吉村典久理事長(和歌山大学経済令部長)による開会後拶のあ
と、第一都では、平成 23年から平成 25{f.の 3年間に瓦 り、和歌
山市のまちづくりの将来像について研究を痕ねてきたまちづくり
戦略併究会の研究成果報告3 『持統可能なまちづくりを同指して









































力1。 これも全国ト ップクラ スです。その結果ーとして、地域コミュニティが劣化、胤駿しつ
つあります。地域の活動、あるいはお互い隣近所で助け合うというようなことも図量産にな
ってきています。 それと、物理的に空き家 . ~き地が嶋力目しています。その結果 、 中心部
















ずる . それから蕊本スキーム(Jlj(純手法)として 、 r ~ く縮小し、賢く成長する J をキーワ
ードとする。縮小と成長は符|反するものではない、それを実現していきたいということで
す。 その結~として、有J:歌山市全域を35えたゾーニングを考えていきたいのです。このl時




















つぎに、「都市封筒j と fまちづくり Jについて、どうif1うのか型車線しておきたいと恩
6活動織告
います。「都市計削JI立 、 ゅ・門 (~Jな議論を経た物的な開発言l'簡を中心とする都市法線づくり
という意味合いが強く、いわば『定規j を使って f都市Jの将来世訟を納くようなイメージ
です。 一方、『まちづくり jはフリーハンドで fまちjの将米像を措くようなイメージです。
市民参両型の 2 ミュエティづくりが主主本となります。そして、このニつの取組のベクトル
を悶じ方向に導くことを広義の「まちづくり j とl呼んでよいかもしれません。
和歌山市では f都市計蘭マスタープランJ~策定しいています. その骨子は 、 土地利用
の状況や地域特性 、 市街化 隠~~まと市街化品I.J .fi 広域などを考総して、和::f!\山市を 8 つの地域
に区分したうえ、t也核YJIJの総理1が示されています。
さて、私たちは、この「まちJをどんな 『まちj にしたいのか 。というテーマについて
fまちづくり jからのアプローチです。「まちづくり j とは先ほど雷いましたように『コミ



















(gl舎鉛1を示してみました。 r!;佐t炎地区 ・i昭和 56年祭 ・7，289nf・4防総て ・耐;後改修必
要(平成 25年 4月 1日現在)Jという情報開示のもと 、規機l立。場f!Jrは りアク セスは?と
いうような角度から将来的なあり方 ・f1lj白づけを市民回線で議論することは布意義ではな

























































大泉です。報告舎の 13ページから 15ページ、それから 35






人口は 37万人を切っていますが、これが 2040年には 28万人
ぐらいになる 、つまり 4分の lの人 1:が減ってしまうのです。
わずか 30<fF.聞で。人口がこのように急激に減少するなかで何が起きているかというと、
市街地でも周辺の郊外でも、これは私が考えた ft ~誌ですが 、 i並スプローノレという現象が起
きてくるのです。スプロールとは、郊外で開発が無秩序にパラパラと止1食い状にi並行して







ということが必袈なのです. 手法的には市街地ですと 、 i~J え lま修復あるいはりノベーショ
ン、そして再開発といったような方法がありますし、成地については耕地磁仰のための換
地という方法もあります。そういった手訟を活用しながら、市街地でも郊外でも利用する
笠間と逆に利1IJしない ~I;利用空間をきっちり分け 、 和1m胞についてはしっかり有効利則し
非利用地は手をつけない。むしろオープンスペースとして保全していく 。 これによって郊
外では開発を|娘定あるいは抑制し、そして市街地ではオープンスペースを機保しながら有






て、Lliがあり 、j没r!fiがあり 、そして住まいありという 、住まいと可能場が綬近し非常にバ
ランスのとれた、わりと小規機のまさにコンパクトな都市の建設をイメージしていたので
す。中心にほぼ 5万人の都市があって、j濁りに 3'J人観m:の複数の都市があるイメージで








と非不lJ m~nO をきっちり区日IJ寸るべきだとのお昔話がありました。 またハワードという人は


























































































また 、 一杯飲みに行く~がワース ト 1 というお，;'1iもありましたが 、 住んでいる人もそう
ですが、 fまちJへ紛れた人も外へ1iIかける仕梼1。そういう人たちを期やす f観光Jとい
うテーマに祈問したまちづくりが良いのかなとも患います.liんでいる人だけの 『まちづ






























































































































































































































































・ 民間 五主語幸俊lのまちなか射・{主J推進による中心市街地活性化、インセンティプ f~・ J.oj・と税体
系及び条例の一考、中心dim .li!Jへの公共厳設併殺備による活性化、既成続念からの脱却。
{中村]
殺後のテーマです。 R宣 1苦学+住民よる4t問診[印慰の地域活動のf佳進です。 和雄~ILI社会経
済仰f究所研究委員で NPO 法人市民のカわかやまの餓谷 II{~i台さんからl哲i題従怨していただ
きます
[ f:花谷氏l



































































4分の 3以上というさらに深刻な状況となっています。 この般計データによりますと 、草日
富士山市の人口は 26年後の 2040作には 27万 5000人あまりと、 2010年に比べて 43%も減
少するとみられています。また先日 l剥土交通省が発泌した同二上のグランドデザイン 2050
では、これまで(4・に掲げられてきた悶土の均衡ある発展という文言がはずれてしまいまし
た. これは地峡|得競争がいっそう燃烈に進んでいくということであり 、i高曲骨化 ・過疎化が
全国平鈎を上図るJ司1:歌山県にとっては、大変深刻な問題で、危機感をもって対応ずる必泌
があると思います。l黙と和歌山市のまちづく 0はそ ういった意味でも、和歌山県にとって
も極めて鉄製な政策課題です。新しい和歌山市長には、ぜひ今夜のパネノレテ.イスカ y ショ
ンの討論を踏まえて、和歌山市のまちづくりに取 IJ~んでいただきたいと思います。 また
今夜このパネルディスカッションに参加lしていただいた市民の皆さんにはこれからの手口敏
山市のまちづくりにぜひ参加していただければと思います。皆さん、今回は夜遅くまで、
20
活動怖I!.'
お{.Jき合いいただき、あ 0がとうございました。
故後に、木下による 11会後拶をもって、シンポジウムは終了した.
